













　よく知られているように天台の教判は、華厳 ･ 鹿苑 ･ 方等 ･ 法華 ･ 涅槃
時など経典が説かれた時期によって分類された五時と、頓 ･ 漸 ･ 秘密 ･ 不


























































































































































































この時、舎利弗 ･ 大目犍連 ･ 摩訶迦葉……等、上首である大声聞達は、祇洹

























































































































































































































































































































































































































































ある。この時には蔵 ･ 通 ･ 別 ･ 円の四教がすべて説かれたが、前の時期に
主に説かれた蔵教が真理の一面のみを教える半字教と呼ばれるのに対し、





















































































































９） 『衆許摩訶帝経』巻七（大正蔵3, 951b ～952b）。
10） 『太子瑞応本起経』巻下（大正蔵3, 479a ～ c）。
11） 『妙法蓮華経』方便品（大正蔵9, 9c）。
12） 諦観著 ･ 崔箕杓訳『天台四教儀』（ソウル：東国大学校出版部、2011年、p.48）。


























33） 諦観著 ･ 崔箕杓訳『天台四教儀』（ソウル：東国大学校出版部、2011年、p.53）。
34） 『維摩詰所説経』弟子品（大正蔵14, 539c）。
35） 『思益梵天所問経』巻一、分別品（大正蔵15, 36c ～37a）。
36） 『天台四教儀』（同上、p.54）。
37） 『仁王般若波羅蜜経』巻上、序品（大正蔵8, 825b）。
38） 天台説 ･ 灌頂記『仁王護国般若経疏』巻二（大正蔵33, 263b）。








47） 『無量義経』説法品（大正蔵9, 386a ～ b）。
48） 同上（386a）。
49） （南本）『大般涅槃経』巻一、序品（大正蔵12, 605a）。
50） 『天台四教儀』（上掲書、p.63）。
51） 『法華文句』巻六下「三蔵中本心不求、方等中恥小望絶故不求、般若中雖領非己分故
不求」（大正蔵34, 88a）。
